
 
 
 

トップニュース：ご近所訪問④岐阜市 廃止された名鉄岐阜４線その後 

去る１１月２０日の中部地区路面電車サミット福井大会でも概略が説明されましたので既に

ご存知の方も多いと思いますが、今年３月末で名鉄岐阜４線が廃止されてから、岐阜では様々な

影響が出始めています。名鉄岐阜駅に併設されている新岐阜百貨店が今年１２月２８日をもって

閉店することになり、その向かいにある岐阜パルコも来夏の撤退が決まりました。中心商業地区

の柳ヶ瀬商店街では来街者が１５％減って岐阜最後の百貨店となった高島屋と一緒に街を盛り

立て柳ヶ瀬の雰囲気を変えようとする動きも見え始め、電車復活をという声も高まり始めていま

す。また、関市の企業が「この地域には鉄道が必要である」として、「岐阜地区新鉄道設立準備

室」を設けました。そしてこの両者が地域に対して様々な働きかけを始めました。行政も今、こ

の両者の話を聞く姿勢を取り始めています。「準備室」が行政に訴えているのは民設民営（これ

は行政が示している前提条件）ながらも便益に応じた官と民との役割分担。そして、廃止された

鉄道の施設と周辺の鉄道・バス・タクシー事業者およびマイカーとの連携によるＴＤＭ施策の実

施。後者は以前行政自身が「必要」と表明していたものです。そして「準備室」が進めているの

も市民と行政が自分たちの地域の将来と岐阜地区の公共交通の望ましいあり方を改めて考える

「環境づくり」に他なりません。柳ヶ瀬商店街の理事が市民と進めているエンジェル基金も着々

と金額を伸ばしていますが、今後更なる住民の意思表明の形として伸ばしていきたいとしていま

す。福井の皆さんからの応援も是非お願いします。※電車は新規導入です。    （文：清水） 

 

 
 
12月 ２日  マップ部会 
12月 ４日 福井市消費者まつり出展 
12月 ６日 ＬＲＴ部会 
12月 12日 北海道環境財団シンポジウム参加 
                 （札幌／清水） 
12月 16日 12月例会・理事会 

 
 
12月 21日（水）ＬＲＴ部会 
12月 下旬   マップ部会 
１ 月 未定   ROBA気まま旅三国かにツアー 
１ 月 27日（金）1月例会・理事会 
１ 月 下旬   行財政研究会参加 

 
 
 

「下流社会」新たな階層集団の出現 
                          三浦展  光文社 ７８０円＋税 
                        ＩＳＢＮ４－３３４－０３３２１－０ Ｃ０２３６ 
  「ファスト風土化する日本」で郊外型ショッピングセンターを中心とした町を批判的に描き出した著
者が、収入の少ない家庭の子供が上昇する期待さえ持てない世の中になってきたことをアンケート、風

俗を通して描き出している。 

これを交通の世界に当てはめるとクルマを運転できない人、中古車さえ買えない超低所得者が、逆に

多くの交通のための出費を強いられ、クルマで移動できる人が無料駐車場や道路整備で補助金を受ける

逆転した世の中にだけはしたくないと思うのである。  

                            （文） 美濃部 雄人 Minobe Yujin 
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福井市消費者まつりに参加！しました 

 
 
 

11月 26日(日) 10時から始まった 
“福井市消費者まつり”の市民協働のブ

ース出展のお手伝いに行ってきました。 
市民協働関係で各１ブースずつのスペ

ースがあると思って、ROBA７つ道具を
抱え会場入り。塚谷さんと「場所はどこ

でしょうね？探すけどないですね？」と

会場内を探すも、ROBAの文字が見当た
りませんでした。実はふくい民協働基金

で１ブースだったのです。(あれ？)  
 長机２つとボードが与えられたスペ

ースで、会場設営にも苦労しつつ、何と

か ROBA の展示スペースを確保。のは
ずが、会場の合図とともにやってきた怒

涛のような人波に展示も販売もあった

もんじゃなかった。（凄かった… なんじゃこ

りゃ… どこから来るの？この人、ひと、人！）大

事な物は速攻で避難させないと盗まれ

るゾ！と言うくらいの人のため(スリ多
発警報が出ました)写真を撮る時間すら
なく、混雑ぶりの絵が撮れませんでした。 
 
 
 

 
 

 
この日の仕事、これも予想外でした。市民活

動基金のチラシとポケットティッシュを配って 
大きな声でＰＲ、基金の募金集め、この一連の 
流れを繰り返し行なう内容でした。（あれ？） 

▲ようやくほっとできる時間は、溢れんばかりの人波 
が去った頃で、お昼を大分過ぎた時でした。 

▲塚谷さん、高橋さん、内田さん、ご苦労さまでした。 

▲ふくい市民協働基金の特設ブース(かなり小さい) 



  会場全体ではクイズ形式のスタンプラリーの企

画もあり、全部のスタンプが集まると生活必需品の

粗品がもらえました。答えが各ブースのどこかに書

いてありますが、“へえ～知らなかった”という答

えがあって少し勉強になりました。 
 
私が一番心に残ったブースは左の写真のコーナ

ーで、食品のトレー１つ１つの容器代が高かったこ

とです。タダとは思っていなかったものの、結構な

費用がかかっているので、改めて真剣にリサイクル

をしようと決心しました。カップラーメンの容器が

３１円もするんですよ！皆さん。200ml のペット
ボトルなんて６０円ですよ！オドロキデス。。。 

 

 
  
その他に福井大学の学生さんが壊れ

たおもちゃを直す「おもちゃ病院」の

コーナーもありました。壊れたおもち

ゃは男の子用のおもちゃが多く、電気

関係のおもちゃは男の子用が多いんで

すね。そしてそれを直すの学生達、そ

んなの直せるの？という物まで直して

いました。 

 
＜感 想＞ 
この日ブース出展に協力した団体は

ROBA とインターナショナルクラブの２団
体でした。インターナショナルさんは午前

中２時間程度で引き揚げたので、実質

ROBA が終日店番をしました。よくよく考
えると、これはROBAのPR活動ではなく、
協働基金の PRと募金活動なので、少なくと
も基金の助成を受けている団体は参加すべ

きでないでしょうか。市民みんなで育てて

いく協働基金であるなら、それに関する体制を始めとして、取り組み方や関わり方をもう少

し考え直す必要がありそうだと感じました。                 （ハタ） 



 
 

 

祝 一日フリーキップ１０ポイント達成 

 「えちてつサポーターズクラブ」会員用スタンプが１２月

１１日にめでたく１０個たまりました。すぐにでも、記念品交

換したい気持ちを抑えてＲＯＢＡNEWS原稿に書いています。 
普通乗車券の運賃は１割引、加盟店での食事の割引もあるし 
一家に一枚いかがですか。            （林照） 
 
  

作／漆崎 耕次 

－７－ 

編集後記 ・・・編集委員より一言 

林(変集長) 

「毎日、雷と雪にいじめられています」 

清水（副編集長） 

「今年のクリスマスは岐阜で仕事です。」 

内田（発行責任者） 

「本年最終のＲＯＢＡニュース。１年は早い

ね！」 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 
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福井市種池1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

 

 

４６号クイズの答え・・・写真のパパは美濃部雄人さんです。ヒン

トにありました単身赴任は間違いで５／２２よりご家族で旭川に

住んでいるようです。  




